
お知らせ 
 技術士サロン 
  隔月で役員会と同時開催しています。どなたでも参加可 
  能です。開放的な雰囲気の中で様々な情報交換や交流 
  がはかられています。一度、のぞいてみてださい。 
募 集 
 会員の広場への寄稿 
  会報は会員の相互交流の場でもあります。皆様の技術士 
  活動の情報、協力者の募集、相談事などを600字程度で 
  寄稿ください。 
  会報の「会員の広場」に掲載させていただきます。 
  （会報第4号の締切：平成26年12月末） 
  連絡先：eiji_okudajp@yahoo.co.jp 
 賛助会員 
  TDUGでは当会の目的に賛同いただき、ご支援いだける 
  個人・団体を求めています。 
  参加いただいた場合は「賛助会員」として、その名を会員 
  名簿に掲載させていただきます。 
  連絡先：tdugsa@yahoo.co.jp 
 広 告 
  TDUGでは会報に相応しい広告を受付けます。企業PRな 
  どに活用ください。 
  連絡先：tdugsa@yahoo.co.jp 
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技術士2次試験対策講座 
技術士サロン 
第7回役員会 
技術士サロン 
第8回役員会 
技術士サロン 
第9回役員会開催 
会報「第3号」発行 
 
 
東京千住キャンパス見学
会（13：30 千住キャンパス
集合、多数の会員の参加
をお待ちしています） 
技術士サロン 
第10回役員会 
大学技術士会連絡協議
会 
技術士サロン 
第11回役員会 
技術士サロン 
第12回役員会 
会報「第4号」発行 
第2回総会 

■編集後記 

 6月北海道に行きました。稚内を中心に道北端を巡る予定

でしたが、天候不順でJRは軒並み運休、バスは何とか動い

ていましたが、移動に大変な苦労を強いられました。日頃の

便利さを痛感しました。 

 私は会社時代、物流システム(流通システム、各種工場、

配送センタなど）の設計、製作に携わり、現在の豊かな生活

を築くための一端を担ってきました。交通も広義の物流シス

テムです。これらの社会インフラを実現する基礎は建設、機

械、電気等の技術です。 

 TDUはこれらの技術分野に携わる技術者を多数送出、

「技術は人なり」の精神で社会貢献しています。 

 

 TDUGも会員が協力、大学とも連携し、その貢献に参加で 

きるとよいと考えます。今のところ、細やかな会報ではありま

すが、そのために会員のコミュニケーション手段として役立

ちたいという思いでいます。             （E記） 
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東京電機大学 同窓会  会長からのメッセージ （大学、中学・高等学校、電機学校） 

東京電機大学技術士会 会報 
ＴＤＵＧ 

平成26年（2014）9月 第3号 東京電機大学校友会公認団体 

東京電機大学技術士会 
東京都足立区千住旭町5番 

TEL：03-5284-5140 
FAX：03-5284-5187 
E-mail：tdugsa@yahoo.co.jp 

編集・発行 東京電機大学技術士会 広報委員会 

        （奥田榮司、荒木佳昭、小滝國男、月岡誠治、 

        奥村滋夫、箕浦秀夫）  

東京都足立区千住旭町５  

一般社団法人東京機大学校友会内 

TEL：03-5284-5140  FAX：03-5284-5187 

TDUG 平成２６年度の行事 お知らせと募集 

東京電機大学技術士会（TDUG）が発足して一年を経過しました。今回は巻頭言に替えて、東京電機大学同

窓会の三名の会長から、当会に対する希望、期待など、メッセージをいただきました。 

東京電機大学同窓会 

                        会長 柳田裕二  

 この度は会報第3号の発行、誠におめでとうございます。 

大学同窓会長、柳田でございます。平素は大学同窓会に対

し並々ならぬご指導、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて最近の世界経済情勢を見ると、東南アジアを含め途上

国の著しい産業の発展が見られる中、まだまだ中国、韓国な

どは日本が開発した商品や技術をコピーし、低賃金を背景

により安い価格で大量生産して市場を奪う、いわゆる「キャッ

チアップ」で業績を拡大しています。 

 一方、我が国が今後の円熟した社会で生き延びるには新

たな市場にない革新的な製品、サービスを生み出さなけれ

ばなりません。その点日本の技術者の 

質は高く、新たな産業を先導する能力 

は世界的にも優れています。また日本 

の技術士制度は、特に資格試験におい 

て「過去7年以上の業務経歴」の修得内 

容も厳しく吟味されると聞いております。 

これは日本の誇るべき制度であると思っ 

ております。 

 いまこそTDUGの皆様の力が必要とされております。今後と

も新規会員の発掘にご尽力いただき、TDUGが日本の産業

界の牽引役として、また日本技術士会のリーダー的存在とな

るよう大いに活躍されることを望みます。 

       東京電機大学中学・高等学校同窓会 

            会長 渡辺 幸久  

 東京電機大学技術士会創設一周年おめでとうございます。 

幅広い技術分野においてそれぞれの資格を取得され、活躍

されておられる技術士の諸先輩の方々に敬意を表する次第

です。 

 本原稿の依頼を受けた折に、東京電機大学技術士会会報

（第2号）をいただき拝読しておりましたら「技術士とは、技術

士のメリット・技術士資格取得」のテーマで講演を行い、好評

であった旨の記事を目にしました。 

我々東京電機大学中学・高等学校同窓会として貴技術士会

に希望することは、まさしく将来の職業教育のことであります。                  

 現在中学校、高等学校では「人間らしく生きる」という旗を

たてそれぞれの生徒に6年後の飛躍が 

引き出せるような技術者の育成をしてお 

ります。中学校においては「職業体験」 

の時間に、高等学校においては「キャリ 

アガイダンス」の時間に「技術士とは、技 

術士のメリット・技術士資格取得」のお話 

をしていただくことにより、技術の素養を 

もった多くの若者に「技術士」が将来の 

職業として大変有望であることの理解が深められ、同時に夢

と希望を抱くことができるようになると思われます。 

 そのような取り組みを通し若い技術士の育成が図られ、将

来益々技術士会が発展することを期待しております。 

研究プロジェクトの紹介 

雷害対策研究会：P 

 日本の様々の雷現象による雷害を診断すると「雷は

ヘソをめがけてやってくる」を痛感します。たとえ避

雷針があっても雷の電撃は漂誘導体(ヘソ)があると誘

雷して被害をもたらします。雷現象は、電磁気学・放

電工学・電磁波工学・電気電子回路学・EMC を用いて

多角度の解析を要し、雷雨環境とその変動も十分に考

察すべきです。 

 メンバーのひとり澤栗の実績は、雷害診断対策実施

後無事故のものが8件、そのうち最長のものは20年以上 

 

を経過しており、8件の累計指導実績は100余年に達し

ています。しかし、雷雨環境条件から、無事故を保証

できるまでの解析などは未だ確立出来ていません。 

 雷害対策のあり方を再検討し、高信頼性を確立して

社会貢献に役立てたいと考えています。 

主査    澤栗裕二 

     E-mail：sgcsawa@ab.auone-net.jp 

現状会員 3名 

その他の研究プロジェクト〔各プロジェクトではメンバーとテーマを募集しています〕 

プロジェクト名：略号 主査（技術士部門） 連絡先：E-mail 

電気設備：D 大舘昌男（電気電子） ohm-masa@rd6.so-net.ne.jp 

教育指導：E 髙見澤計夫（建設） k_takami@ce.taisei.co.jp 

ロジステイクス：L 奥田榮司（経営工学、総合技術監理） eiji_okudajp@yahoo.co.jp 

ロボット技術：R 稲垣荘司（電気電子） roboty@d3.dion.ne.jp 

地震到来予知：Q 澤栗裕二（電気電子） sgcsawa@ab.auone-net.jp 

【目次】 
１．東京電機大学 同窓会 会長からのメッセージ 
  （大学、中学・高等学校、電機学校） 
２．産業用ロボット最前線と国内外における 
  標準化の現状 

 
３．TDUGの活動状況 
４．研究プロジェクトについて 
５．TDUG 平成26年度の行事 
６．お知らせと募集 

－－－－－ （ 以 下 予 定 ） －－－－－ 

東京電機大学 電機学校同総会 

会長 窪田輝巳 

 東京電機大学技術士会設立一周年を迎えられ、又会報3

号の発行までに進められた事、誠に慶賀の至りで御座いま

す。心よりお目出度うと申し上げます。澤栗会長を始め、会

員一丸となって努力された「賜」と思います。頭脳集団であり

ますから、会員の皆様方はそれぞれ計画や運営方法につて

は計算をして居られる事でしょう。 

 ご存知の様に、日本は昔から資源のない国として過ごして

きました。それを補っていくためには、技術しかありません。

技術の発展で日本は潤っていくでしょう。沢山の日本の人達

がもっと理工系に目覚めて、一人でも多くの技術者が世に出

る事が肝要であると強く声を張上げたいのです。その指導に

当るのも技術士の仕事ではないかと思っています、 

 技術士になる事は、理工系の人達にとっては皆羨望の的

であります。そして技術士の資格を取得 

する事は、並大抵の努力では合格出来 

ない事は誰でも知っているでしょう。技 

術士の仕事についてもっとＰＲする必要 

もあるでしょうが、私は技術士の資格を 

取得するための方法、例えば勉強の仕 

方とか、最も有効な書籍等の紹介をする 

事も、若い技術者の卵のためには大事 

なことだと思います。 

 最後に、昨今世の中を騒がせている原子力発電ですが、

聞くところによると原子力のオーソリティーが日本には殆どい

ないという事です。技術士の皆様が原子力の道を育てる事も

考えていただき、今の惨状を一日でも早く救ってあげて欲し

いのです。この件は切にお願い致したいところです。 

 貴会の益々の御発展をお祈り申し上げます。 
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活 動 状 況 

                     技術士事務所"ロボティ"  稲垣 荘司 

（ 技術士：電気電子） 

 

１．東京電機大学におけるロボット研究  

 東京電機大学のロボット研究はなぜかあまり世に知られ

ていませんが、大きな実績があります。特に、古田学長の

倒立振子（例えば掌に棒を立てて、倒さないように腕を動

かす）実機構成のさきがけは歩行ロボットの基幹技術その

ものです。 

２．ロボットとは 

  ロボットそのものに確定した定義はありません。しかし次

のように分類されています。 

 ・ 産業用ロボット  JIS B0134                                                

 ・ 製造業用産業用ロボット    

 ・ 産業用マニピュレーティングロボット 

 ・ 電子部品実装ロボット JIS B0144 

 ・ サービスロボット  JIS B0187 

 ・ 非製造業用産業用ロボット 

 ・ パーソナルロボット 

 【参考】産業用マニピュレーティングロボットについては 

  「ISO/8373審議時の合意事項」として定義されていま  

  す。 

  自動制御（部分的でよい）・プログラマブル・多用途・自 

  由度３以上腕の機能を有するもの AND/OR 足の機 

  能を有するもの、生物に似ている必要はありません。 

３．産業用マニピュレーティングロボット 

(1)市 場 

 2000年代初頭に技術的飽和状態に達しました。多くの

メーカーが友好的状況にあり、各社とも新規応用分野へ

踏み出せず売り上げも頭打ち状態にあります。 

(2)工業標準化（昨今の国際標準化作業状況の概略） 

 ロボット用語 ISO 8373 座標系 DIS 9787 については、

中国・韓国が中心となって改訂作業が行われました。安

全防護面では、米国が幹事国となり ANSI/RIA R15.06を

下敷きとしてISO 10218-1、-2 が2011 年に制定公布され

ました。（サービスロボット安全防護に 

ついては、ISO 13482 が2013年に制 

 定公布されました） 

 近年、欧米ではロボットそのものの標 

準化には関心が薄いです。 

 日本では安倍首相の政策で、ロボッ 

ト産業を世界に先駆けて注力・発展さ 

せることが、我が国産業の最重要課題の一つとされてい

ます。世界の産業用ロボットの6割を供給するロボット先進

国として、リーダーの役割を果たしていくとみられます。 

(4)安全防護 

 全般的に、製造業における安全思想の普及で労働災

害は減少したが、怖さを知らないことの怖さといったパラ

ドックス的事故も起きています。   

 安全防護策の法律については、1983年 法制化され、

以後全く改訂されていません。「隔離の原則＝ロボットの

領域と人間の領域を完全に分離すること」が基本となって

います。 

  ただし、当時の安全環境は、産業用ロボット自体の構

造・安全防護の技術・作業者の安全感覚など、今とはか

なり違っており、実情にあっていません。ロボットシステム

の巨大化への対応・コンピュータ制御に関する諸問題

（ハードウエアだけ考えればよかった法制化当時）・高速

化・ロボット本体構造の変化（検査作業の大幅減少＝メン

テナンス・フリー化方向）などの問題です。 

 これに対応して、2013年秋末、労働安全衛生規則の解

釈が変更され、「人間とロボットの協働作業」が基本概念と

なった。その結果、ISO 10218-1-2011、 ISO 10218-2-

2011 の規定に合致しているものは従来の安全対策を軽

減できるとしています。しかし、依然、かなり厳しい要求で

はあります。今後、最新の安全技術と実情を踏まえ、より

現実的なものに改善されていくものと考えられます。 

 

 

 

東京千住キャンパス見学会のご案内 

 職域電機会総会参加 

 平成26年1月25日(土）職域電気会総会に大舘昌男副会

長が出席しました。入会の挨拶の中で、TDUGの設立の経

緯、368名の有資格者と93名の入会申し込み者の存在、

活動の主旨、大技連加盟などについて説明しました。ま

た企業内技術士会との交流に向けて、各職域電機会との

交流ならびに技術士会に対しての協力と支援をお願いし 

 

ました。 

 当日参加の各位には、校友会事務局からの学園配布資

料と合わせて技術士会会報（創刊号）を、配布していた

だきました。 

 現在、職域電気会には企業19社、関7連団体を含み、

41社が加盟しています。 

 公開講演会開催 

 平成26年3月29日(土）同日のTDUG定時総会に引き続き

公開講演会を催しました。演者は当会幹事の稲垣荘司

氏で、「産業用ロボット最前線と国内外における標準

化の現状」と題してて講演いただきました。 

 稲垣氏の長期にわたる国内外における産業用ロボッ

ト標準化活動を踏まえ、ロボットの定義、国際準化の 

動向、標準化における問題点などについての広範囲な

内容でした。学園から古田学長、渡辺校友会理事長、 

 

 

また、外部から九州工業大学技術士会 山崎会長の出席

もありました。 

 講演会終了後には懇親会開催され、加藤学園理事長

ならびに古田学長から祝辞をいただいたのち、大学技

術士会連絡協議会を代表して出席された九州工業大学

技術士会の山崎会長からもご挨拶をいただき、会員相

互の交流と懇親が図られました。 

 （関連記事：2ページ） 

 第１回定時総会挙行 

 平成26年3月29日（土）第1回定時総会を挙行、昨年度

の実績報告、今年度の計画、予算などを審議いただき

ました。 

 総会後には稲垣荘司氏による公開講演会と懇親会を

実施、いずれも盛況の中、無事終了しました。 

【総会決定事項】 

1.年会費の徴収：正会員 3,000円、在学会員 1,000円、 

 賛助会員 5,000円/口 

 

 

2.役員数の変更:5名を若干名とする。 

3.新役員4名の承認：4名は、小滝國雄氏（S44GME卒）、

月岡誠治氏（S48ⅡD卒）、奥村滋夫氏（S40ⅠE卒）、箕

浦秀夫（S45ⅠE卒) 

 

 

 

 
 
 

 技術士2次試験対策講座開催 

 平成26年4月12日（土）千住キャンパスにて、TDUG主

催で技術士2次試験対策講座を開催しました。 

 講座は技術士資格を目指す一般社会人を対象に計画、

TDU卒業生をはじめ、商工懇話会会員企業などから多数

の参加を期待しましたが、参加者はゼロに終り、今後 

 

 

に課題を残しました。 

 対象を一般社会人、2次試験に限定したことが原因と

考えられます。来年度は、対象範囲を学生にも拡大、

資格取得という観点で、学園の密なる協力も得て、新

しい考え方で臨みたいと考えています。 

技術記事      ≪産業用ロボット最前線と国内外における標準化の現状≫ 

本記事は平成26年3月29日に催された公開講演会に参加
できなかった人のために、稲垣氏に依頼し、講演内容を要
約していただいたものです。     （関連記事：3ページ） 

 蔵前技術士会主催｢技術士への招待｣に参加 

 平成26年6月11日（水）蔵前会館3階の手島精一記念会議

室で開催された蔵前技術士会(東京工業大学技術士会）主

催｢技術士への招待｣に当会大舘昌男副会長が出席しまし

た。 

 講演聴講後、大学技術士会連絡協議会、蔵前技術士会

の方々と交流が図られました。 

 当日の講演内容は、当技術士会講演会などの参考にした 

 

 

いと思います。 

【講演】 

 １．技術士制度・技術士試験について：杉本技術士 

 ２．技術士業務の実際（１）：小林技術士 

 ３．技術士業務の実際（２）：原技術士 

                   (蔵前技術士会 事務局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

無線式モニタリングシステム評価キット 

 
 

評価キット構成 

ＸＳｔｉｃｋ （ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ）     １台 

マジックビー子局（ｴﾝﾄﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ）   １台（電池） 

マジックビー子局（ﾙｰﾀｰ：ﾛｯﾄﾞｱﾝﾃﾅ） １台（AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ） 

※評価キット付属ソフトウェア（CD-ROM）を添付 

温度センサ 

湿度センサ 

照度センサ 

アナログ入力２点 

デジタル入力２点 

パルス入力 １点*1 

デジタル出力１点*1 

XStick  

代表取締役会長 松 尾 隆 徳 

代表取締役社長 松 尾 昇 光 

〔本社事務所／神屋工場〕 

〒480-0393 愛知県春日井市神屋町字引沢1－39 

〔営業所〕東京・名古屋・大阪 

TEL（0568）88-1700 

〔Home Page Address〕http://www.toyo-elec.co.jp/ 

 
*1 パルス入力とデジタル出力は 

スリープモードでは使用不可。 

＊ ＸＳｔｉｃｋ は、ディジインターナショナル株式会社の登録商標です。 

 Ｄｉｇｉ社製のＸＳｔｉｃｋ （コーディネータ）をパソコンのＵＳＢコネクタに挿入することで、 

マジックビー子局と無線で接続することができます。マジックビー子局（エンドデバイス）は電池駆動の 

ため、測定したい場所に置くだけで、温度、湿度、照度をパソコンで見ることが出来ます。 

評価キットは、ＸＳｔｉｃｋ とマジックビー子局２台（エンドデバイス１台、ルーター１台）で構成され、

評価キット付属ソフトウェアをお客様のパソコンにインストールすることで、温度、湿度、照度を直ぐに 

監視することが出来ます。また、外部コネクタにアナログ入力、デジタル入力、パルス入力、デジタル出力

を接続することも可能です。 
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